
様式第３号 会 議 録

会 議 名 平成１５年度第４回川西市産業ビジョン推進委員会

（審議会等名）

事 務 局
生活・人権部産業労政室商工・観光課 内線（２５４１）

(担 当 課）

開催日時 １６ 年 ２月１６日（月）午後２時００分～ ４時３０分

開催場所 市役所４Ｆ庁議室

佐々木、高山、大塩、川口、村尾、東、奥村、藤井、土谷、松本

委 員

出

席

その他 松本、安田

者

事務局 井上、村山、堀田、吉田、谷岡、蓬莱

傍聴の可否 可・不可・一部不可 傍聴者数 ０ 人

傍聴不可・一部

不可の場合は、

その理由

①「各プロジェクトの進行計画とその方向性」について

②その他

会議次第

① 来年度は、３つの「事業化プロジェクト」ごとに具体的に動いて

いく。

会議結果



審 議 経 過 Ｎｏ．１

議 事

会 長 開会のあいさつ

「各プロジェクトの進行計画とその方向性」についてコンサルタント

はじめに、三鷹市におけるＳＯＨＯ事業、並びに （株）まちづくり、

三鷹の取り組み事業について説明。

（審議経過）

会 長 今、説明いただいた三鷹市の取り組み事例について質問を受け付けた

い。

委 員 説明の中にあった、三鷹電子商店街「みたかモール」の商品の受け渡

しについてもう一度詳しく説明していただきたい。

事 務 局 商品受け渡しは、各個店と消費者の間に（株）まちづくり三鷹が入

り、一括決済、一括配送のシステムをとっている。このシステムを導入

委 員 してから、売り上げも順調に伸びているそうである。

事 務 局 ＳＯＨＯの取り組みに対し、補助金は出ているのか。

初めのうちは出ていたが、来年度以降はカットになり、完全的な自立

委 員 へと転換していく方向で考えているそうである。

事 務 局 三鷹電子商店街「みたかモール」の売り上げについて教えて下さい。

一ヶ月、およそ、１２０万円から１５０万円の間で推移しているよう

である。今月は、３００万円の見込みを立てているようである。売り上

委 員 げが高い店舗で、一ヶ月５０万円ぐらいだそうである。

ＳＯＨＯ等の施設を整備している団体等について教えていただきた

事 務 局 い。

中心市街地活性化計画等の補助金を利用したものや、地元の企業等と

の連携により、施設を提供してもらっているパターンなど、多岐に渡っ

委 員 長 ている。ただ、公的な整備事業団がからんでいるケースもあり、これら

は、何らかの補助事業等で作られたものだと考えられる。

委 員 次に、各事業プロジェクトチームから、今後の取り組み等についてお

話いただきたい。

委 員 朝市事業化プロジェクトチームから、プロジェクトを構成するメンバ

ー紹介、並びに、今後の方針について説明。

委 員 報告していただいたプランでは、南部を中心とした計画であるが、北

部についてはどのように考えていますか。

委 員 北部については、ひとまず、四季の郷があり、今回は、南部を意識し

て計画を立てている。

、 、委 員 駅周辺で開催していただくと さまざまな事業等との相互作用が働き

効果が高いのではないか。

今回の取り組みは初めて行うので、上手くいくかどうかもわからない

状況である。従って、地代のかからない場所からスタートしていきたい

と考えている。



Ｎｏ.２

委 員 パルティ付近に空き地があるが、そこを有効活用すると良いとおもう

が、有料になるのか。

事 務 局 今のところ、有料だと聞いている。

委 員 ＳＯＨＯ事業化プロジェクトチームより説明。

ＳＯＨＯプロジェクトでは、事務局と相談した上で市の広報誌で呼び

かけを行い、１２名の方から関心があると返事をいただいている。２月

２５日に集まりを開き、主旨等を説明した上で今後の方針等を決めてい

く予定である。現時点では、このような状況である。

委 員 コミュニティ・ビジネスプロジェクトチームより、これまでの経過と

メンバー紹介がされる。

コミュニティ・ビジネスプロジェクトチームは、非常に位置づけが難

しい状況にある。他のプロジェクトではどのように説明しているのか。

委 員 朝市では、地産地商が狙いになっているので、そのことを中心に説明

している。

委 員 農業関係は、非常にコンセプトもはっきりしているので、分かりやす

い。

委 員 ＳＯＨＯも分かりにくい部分がある。それは、予算等の裏付けがない

まま各プロジェクトが進行しているということもあり、事業が明確にな

らないのが原因ではないか。

事 務 局 予算については、現時点において確約することはできないが、各プロ

ジェクトの計画がある程度具体化してきた時点で、予算要求等は行って

。 、 、いく予定である また 各プロジェクト内で課題等が発生した場合には

この委員会でつながりをもって解決につなげていきたいと考えている。

会 長 行政とプロジェクトの関係はどのように捕らえているのか。

事 務 局 プロジェクトについては、民間ベースにより進めていただきたいと考

えている。しかしながら、いきなりそのようなことは無理なので、行政

としては、出来る限り各プロジェクトをサポートする形で、対応してい

きたいと考えている。

会 長 この１年間、かなり具体的なことを議論してきた。これから各プロジ

、 。ェクトごとに具体的に動くことになっていくが よろしくお願いしたい

事 務 局 来年度もこの様な会議を年に数回考えている。来年度もよろしくお願

いします。


